
                     

 

                

令 和 ３ 年 ６ 月 ２ ５ 日 

                    

 

７月は川とふれあう機会に！河川愛護月間！ 

～例年好評！絵手紙の募集も行います～ 

 

 

 
 

 

 

 

「河川愛護月間」は、昭和４９年から毎年７月に、地域住民、市民団体と関係行政機関等が協力 

して、川とそのまわりの環境を守るとともに、皆さんの川に親しむ気持ちを育んでいこうという 

取組を行っている期間です。 

（別紙１：令和３年度「河川愛護月間」実施要綱） 

 

「河川愛護月間」中には、広報活動の一環として「川遊び～川での思い出・川への思い～」 

をテーマにした絵手紙の募集を行っております。 

（別紙２：「河川愛護月間」絵手紙募集要領） 

昨年度は全国から８２９点の作品が寄せられ、審査の結果、全国で２０点の入賞作品が 

決定しました。 

 

 ※参考：河川愛護月間チラシ 

 

 

 

国土交通省、都道府県及び市町村では、毎年７月１日～７月３１日を「河川愛護月間」と定め

ています。 

「河川愛護月間」中には、皆さんの川にちなんだ思い出、夏休みの川遊び体験などを絵手紙にした

ものを募集しております。例年大変好評をいただいているイベントであり、年齢、職業などの制限は

なく、誰でも気軽に参加できますので、たくさんの御応募をお待ちしております！ 

 

【問合せ先】  国土交通省 北海道開発局  電話（代表）011-709-2311 

       建設部 建設行政課 課長補佐    信田 裕二（内線 5343） 

       建設部 建設行政課 水政スタッフ  日野浦 英樹（内線 5349） 

北海道開発局ホームページ https://www.hkd.mlit.go.jp/ 





 

８．実施要領 

 河川管理者は、地域住民、市民団体、関係行政機関等と協力し、この月間

中に、河川愛護の意識が広く国民の間で醸成されるよう、次に掲げる活動及

び地域の実情に応じた多様な活動を展開するものとする。 

※新型コロナウイルス感染症対策が重要となっている現下の状況に鑑み、取

り組みの実施に当たっては、「新型コロナウイルス感染症対策の基本的対処

方針」（新型コロナウイルス感染症対策本部決定）等を踏まえ、感染の状況

等に留意しつつ、新型コロナウイルス感染防止策を講じることとする。ま

た、以下の内容については、新型コロナウイルス感染症の状況並びに政府の

方針等に基づき今後変更する可能性があることを申し添える。 

 

  （１）地域や流域全体と一体となった良好な河川環境の保全・再生 

イ．良好な河川環境の保全・再生 

 良好な河川環境を保全・再生するため、地域住民、市民団体等が主

体となって行う河川環境の保全・再生等に関する活動を積極的に支援

する。 

      ロ．河川の美化 

 月間中に「川のクリーン作戦」等を企画し、河川に関わる市民団

体、町内会、関係行政機関等と協力しつつ河川美化を推進する活動を

行うとともに、堤防、河川敷等に廃棄されたゴミの一斉清掃等を行

う。 

  （２）地域社会や流域全体と河川との関わりの再構築 

      イ．地域住民、市民団体等と協力した河川の点検等 

 すべての人々が親しみやすい河川空間にするため、地域住民、市民

団体等と河川管理者が協力して、川へのアクセスや利用について点検

する機会を設け、今後の川づくりに反映させる。 

      ロ．水面の利用、川下り等 

 多くの河川で、カヌー、ボート、イカダ等による河川の水面利用が

行われるようになっている。地域住民、市民団体等による河川の水面

利用を体験する活動を支援するとともに、河川の水面利用の安全点検

を河川利用者と河川管理者が協力して行う。 

      ハ．川の指導者等の人材育成の支援 

 川に対する基本的な知識、川での様々な遊び、地域の歴史・文化等

を教えることのできる「川の指導者」等の人材を育成し、それぞれの

地域で子どもに対して川での遊び方を教える活動等を支援する。 

      ニ．河川に関する地域住民等とのコミュニケーションの充実 

 河川は、地域の水循環の主軸で、地域の文化、風土等とのつながり

を有している。このため、川や流域における「川の３６５日」の情報



 

の積極的な提供に努め、関係機関や地域住民、市民団体等とのコミュ

ニケーションの充実を図る。 

  （３）河川愛護意識の醸成 

      イ．河川についての広報活動の実施 

 報道関係機関等の協力を得て、積極的に河川に関する広報活動を行

う。 

 広報誌、折り込み、スライド、ポスター、ステッカー等を活用し、

この月間の趣旨の地域住民、市民団体、河川利用者等への浸透を図

る。 

      ロ．河川愛護団体への支援等 

 河川愛護団体への支援に努め、必要に応じて表彰等の措置を講じ、

河川愛護意識の醸成を図る。  

 なお、みどりの愛護功労者国土交通大臣表彰に推薦されるよう積極

的に努めるものとする。 

     ハ．各種行事の開催 

 ７月７日が「川の日」であることも踏まえ、「川の日」と連携した

講演会、シンポジウム、河川に関する写真、絵画、作文のコンクール

等を積極的に開催するとともに、優秀な作品について表彰、展示を行

う等により、河川愛護意識の醸成を図る。 

  （４）河川の適切な利用の推進   

イ．関係行政機関が共同して河川のパトロールを実施する等、河川利用

者等に対し河川の適切な利用に関する指導等を行う。 

ロ．地域において、住民の日常的な河川空間の利用が促進され、地域づ

くり、まちづくりにおいて活かされるよう関係機関との連携の強化を

図る。 

 （５）河川水難事故防止週間における啓発活動の実施 

イ．近年多発する河川水難事故を受け、７月１日から７日までを河川水

難事故防止週間とする。 

ロ．出前講座の集中的な実施等による河川水難事故防止に関する啓発活

動を行う等により、河川利用者に対し川を利用する際の安全意識の向

上を促す。 





 

 

 

⑥締め切り 

令和３年１０月１５日（金）まで（当日必着） 

 

３．審査方法 

水環境の専門家、マスコミ関係者、美術の専門家等で構成する審査会において

審査を行い、入賞作品を決定致します。 

 

４．入選の発表 

審査終了後に、入賞者に直接通知するとともに、国土交通省ホームページ、機

関誌等にも掲載します。 

 

５．作品使用 

優秀作品は、来年度の「河川愛護月間」ポスター、チラシ等に使用するほか、

「河川愛護月間」の推進に幅広く活用します。 

 

６．賞 

最優秀賞（国土交通大臣賞）          １点 

優秀賞 （国土交通事務次官賞）        ６点 

優良賞 （国土交通省水管理・国土保全局長賞） ８点 

審査員特別賞                  ５点 

 

７．表彰 

国土交通省から賞状を、協賛団体から副賞を贈呈します。 

 

８．送付先・問い合わせ先等 

（送付先) 

 〒１００－８９１８  

  東京都千代田区霞が関２－１－３ 

国土交通省水管理・国土保全局治水課内 「河川愛護月間」絵手紙募集係 

 

（問合せ先等） 

 国土交通省水管理・国土保全局治水課管理係 ０３－５２５３－８１１１（内線３５６６３） 

       ＨＰアドレス http://www.mlit.go.jp/river/aigo/index.html 






